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　今年は、すでに6人の命が失われて

います。（6月26日現在）

　家族や大切な人を悲しませないため

にも、交通安全を心がけてください。

八代市・八代警察署

　八代・芦北地域には、月おくれの七夕の前日（８月６日）、地

区内の川に綱を張り渡し、ワラで作った細工物をつり下げる七夕

行事が伝わっています。細工物には彦星・織姫の人形、ツル、カメ、

タコ、ヤモリ、ウマ、タマゴ、タワシ、ワラジなどがあり、この

綱を渡って彦星と織姫が出会う、疫病が集落に入るのを防ぐ、先

祖の霊が綱を渡ってやって来るなどの伝承があります。

　現在、市内で唯一七夕綱が伝承されている坂本町中谷の木々子

地区では、８月６日（日）の朝から地区内の地蔵堂でワラ細工作

りが行われ、昼前に中谷川に綱が張り渡されます。

　一緒に簡単なワラ細工を作ることもできますので希望する人は

文化振興課または八代七夕綱保存会まで問い合わせください。

　この七夕綱は８月末まで張られています。

■問合せ　文化振興課　☎ 33-4533

　　　　　八代七夕綱保存会（久保田）☎ 45-2637
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中国・明時代（16 〜 17 世紀）

松井文庫所蔵

裏面中央にフェリペ二世

の紋章を意匠化した絵付
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（国選択無形民俗文化財） 見たくない、悲しいことは

交通死亡事故多発‼

STOP

交通死亡事故

みんなで守る「飲酒運転を絶対にしない、させない」
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